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 [定性的情報・財務諸表等] 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)経営成績に関する説明 

①第２四半期連結累計期間の全社業績                          （単位：百万円、％） 

 
当第２四半期 

（平成 29年 3 月期） 

前第２四半期 

（平成 28年 3 月期） 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 32,362 32,437 △74 △0.2 

営業利益 3,065 2,865 ＋200 ＋7.0 

経常利益 2,767 2,912 △145 △5.0 

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 
2,171 1,906 ＋264 ＋13.9 

１株当たり四半期純利益 44.06 38.68 ＋5.38 円 ― 

営業利益率 9.5 8.8 ＋0.7 ポイント 

 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用･所得情勢が堅調に推移しましたが、個人消費では弱

さが見られるなど、景気回復は足踏み状態となりました。当社事業に影響を与える国内新設住宅着工戸数は低金

利環境の長期化が追い風となり、対前年で増加しました。海外では、米国経済が労働市場、個人消費ともに堅調

で、景気は引き続き拡大しており、欧州においても、緩やかな景気回復を継続しているものの、中国やアジア新

興国の一部では、成長が減速するなど当社事業を取り巻く環境は依然として不透明な状況となりました。 

 

このような状況の下で当社グループは、お客様本位と事実主義を活動原点に定め『１.成長事業の確立 ２.収

益力の強化 ３.自ら考え、行動を起こす』を当期の経営方針として掲げ、お客様のご要望を元に成長や収益を考

えた商品を生み出し、継続性のある事業活動によりお客様へ還元することで、持続的な成長を図り全社収益の向

上を目指してまいりました。 

 

オフィス機器部門は、国内外で「ビーポップ」の販売が伸長しましたが、前年比で円高となった為替の影響を

受けたことにより、減収となりました。インダストリアル機器部門では、海外機工品事業において為替が減収要

因となったものの、国内で新製品をはじめとした木造建築用工具の販売が伸長したことや、住環境機器事業にお

いて主力の浴室暖房換気乾燥機の販売が増加したことなどにより、増収となりました。ＨＣＲ機器部門では、車

いすの販売台数が減少したことで減収となりましたが、製造工程の見直しと為替の影響などにより、コストダウ

ンを実現し、営業損失が縮小しました。 

 

  この結果、売上高は 323 億６千２百万円(前年同期比 0.2％の減収)、営業利益は 30 億６千５百万円(同 7.0％の

増益)となりました。経常利益は外貨建て資産等の為替差損が発生したことにより 27 億 6千 7百万円(同 5.0％の

減益)、親会社株主に帰属する四半期純利益は 21 億７千１百万円(同 13.9％の増益)となりました。 
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②第２四半期連結累計期間の部門別業績   

『オフィス機器部門』                              （単位：百万円、％） 

 当第２四半期 

（平成 29年 3 月期） 

前第２四半期 

（平成 28年 3 月期） 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 10,937 11,244 △307 △2.7 

営業利益 2,090 2,430 △339 △14.0 

営業利益率 19.1 21.6 △2.5 ポイント 

 

オフィス機器部門の当第２四半期は、売上高109億３千７百万円（前年同期比2.7％の減収）、営業利益は20億９

千万円（同14.0％の減益）、営業利益率は19.1％となりました。 

 

「国内オフィス事業」は、文字表示作成機「Ｂｅｐｏｐ（ビーポップ）」や高機能ホッチキス「バイモイレブン」

の新製品発売が寄与し、事業全体で前年水準の売上を確保しました。 

 

「海外オフィス事業」は、為替が前期比で円高となった影響を受けましたが、新製品の投入効果により「ビー

ポップ」が、欧州や北米、東アジアにおいて伸長したこと、ホッチキス販売も南アジア地域を中心に増加したこ

とにより、事業全体では微増収となりました。 

 

「オートステープラ事業」は、複写機市場が堅調に推移しましたが、為替が前期比で円高となった影響を受け、

事業全体では減収となりました。 
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『インダストリアル機器部門』                       （単位：百万円、％） 

 当第２四半期 

（平成 29年 3 月期） 

前第２四半期 

（平成 28年 3 月期） 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 19,812 19,456 ＋356 ＋1.8 

営業利益 1,016 620 ＋396 ＋63.9 

営業利益率 5.1 3.2 ＋1.9 ポイント 

 

インダストリアル機器部門の当第２四半期は、売上高198億１千２百万円（前年同期比1.8％の増収）、営業利益

は10億１千６百万円（同63.9％の増益）、営業利益率は5.1％となりました。 

  

「国内機工品事業」は、非住宅鉄筋コンクリート建造物の着工数が減少したことにより、コンクリート構造物

向け工具の販売は減少しましたが、新設住宅着工戸数が増加し、充電工具の新製品を中心に木造建築用工具の販

売が伸長したことにより、事業全体で増収となりました。 

  

「海外機工品事業」は、欧米での販売網の拡大によりコンクリート構造物向け工具･木造建築用工具ともに販売

数量は増加したものの、為替が前期比で円高となった影響を受け、事業全体では減収となりました。 

 

「住環境機器事業」は、床暖房システムやディスポーザーシステムの販売が減少しましたが、主力の浴室暖房

換気乾燥機の販売が戸建て住宅や賃貸住宅向けに増加したことで、増収となりました。 
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『ＨＣＲ機器部門』                              （単位：百万円、％） 

 当第２四半期 

（平成 29年 3 月期） 

前第２四半期 

（平成 28年 3 月期） 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 1,612 1,737 △124 △7.2 

営業利益 △41 △185 ＋143 ― 

営業利益率 △2.6 △10.7 ＋8.1 ポイント 

 

ＨＣＲ機器部門の当第２四半期は、売上高16億１千２百万円（前年同期比7.2％の減収）、営業利益は△４千１

百万円となりました。 

 

大手レンタルルート向けに新製品導入提案活動を継続したものの、車いすの販売台数が減少し、減収となりま

した。しかし、収益性改善に向けた製造工程の見直しによるコスト削減と為替が円高になったことによるコスト

減少により営業損失が縮小しました。 
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(2)財政状態に関する説明 

連結貸借対照表 要約                             （単位：百万円、％） 

 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

前連結会計年度末期比 

増減額 増減率 

総資産 87,612 88,828 △1,216 △1.4 

純資産 63,615 64,263 △647 △1.0 

自己資本比率 72.5 72.2 ＋0.3ポイント 

 

資産の部は、前連結会計年度末に比べ、12 億１千６百万円減少し、876 億１千２百万円となりました。流

動資産については、受取手形及び売掛金が 10 億８千８百万円減少しましたが、現金及び預金が 14 億７千６

百万円、有価証券が９億円増加したことなどにより、12 億８千３百万円増加しました。固定資産について

は、投資有価証券が 21 億３千４百万円減少したことなどにより、24 億９千９百万円の減少となりました。 

 

負債の部は、前連結会計年度末に比べ、５億６千８百万円減少し、239 億９千６百万円となりました。流

動負債については、未払法人税等が２億６千万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が４億７千８百万円

減少したことなどにより、２億７千８百万円減少しました。固定負債は、退職給付に係る負債が２億８千２

百万円減少したことなどにより、２億９千万円減少しました。 

 

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ、６億４千７百万円減少し、636 億１千５百万円となりました。

株主資本は、主に配当金の支払 19 億２千１百万円がありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益が

21 億７千１百万円あったため、２億４千５百万円の増加となりました。 

その他の包括利益累計額については、その他有価証券評価差額金が２億１千１百万円、為替換算調整勘定

が 11 億４千３百万円減少したことなどにより、８億７千２百万円減少しました。 

 

キャッシュ・フローの状況の分析 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という｡)の残高は、前連結会計年

度に比べ、現金及び現金同等物の増減額が 14 億７千６百万円増加したことにより、192 億５千９百万円と

なりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、42 億９千万円となりました。主な増加

は税金等調整前四半期純利益が 27 億７千２百万円、減価償却費が９億９千３百万円、売上債権の増減額が

７億１千７百万円、一方で主な減少は、たな卸資産の増減額が２億８千３百万円、法人税等の支払額が３億

５千６百万円です。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、７千１百万円となりました。主な増加

は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入が 11 億円、一方で主な減少は、有価証券及び投

資有価証券の取得による支出が２億１百万円、有形固定資産の取得による支出が９億６千８百万円です。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、20 億３千８百万円となりました。主な

減少は、配当金の支払額が 19 億２千万円です。 
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 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

国内経済は雇用・所得環境の改善が続くなど緩やかな景気回復が続くと見られますが、中国やアジア新興国経

済の減速懸念など当社を取り巻く事業環境は依然として不透明な状況にあります。 

このような状況下で、当期の経営方針である「成長事業の確立」と「収益力の強化」の達成に向けグループを

あげて取り組んでおり、現時点において事業収益は堅調に推移しております。 

このような状況を鑑み、平成 28 年４月 28 日に公表した平成 29 年３月期連結業績予想について変更はありませ

ん。 

 

配当の状況 

当社の配当政策は、連結決算を基準に｢配当性向 40％を下限とし、純資産配当率 2.5％を目指す｣を基本方針と

しています。 

当期は、先行き不透明な経済環境や為替動向などが当社業績に影響を及ぼす可能性がありますが、現在のとこ

ろ事業収益は堅調に推移しており、財務状況などを総合的に勘案して、前期と同様の「１株当たり年間配当金 39

円」とする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配当性向及び純資産配当率 1 株当たり配当金 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第 32号 平成 28 年６月 17 日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

(4)追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26号 平成 28 年３月 28 日）を

第１四半期連結会計期間より適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,783 19,259

受取手形及び売掛金 14,356 13,267

有価証券 3,224 4,125

商品及び製品 5,141 5,246

仕掛品 878 867

原材料 1,480 1,386

その他 1,841 1,828

貸倒引当金 △13 △4

流動資産合計 44,693 45,977

固定資産

有形固定資産 17,298 17,145

無形固定資産 717 539

投資その他の資産

投資有価証券 21,672 19,538

その他 4,454 4,417

貸倒引当金 △9 △5

投資その他の資産合計 26,118 23,950

固定資産合計 44,134 41,635

資産合計 88,828 87,612

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,073 3,595

短期借入金 1,850 1,850

未払法人税等 822 1,083

賞与引当金 1,435 1,481

役員賞与引当金 43 24

その他 3,294 3,206

流動負債合計 11,519 11,241

固定負債

長期借入金 150 150

製品保証引当金 47 43

退職給付に係る負債 11,788 11,505

資産除去債務 28 18

負ののれん 22 18

その他 1,008 1,018

固定負債合計 13,045 12,755

負債合計 24,565 23,996

決算短信（宝印刷） 2016年10月22日 11時16分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

マックス㈱　（6454）平成29年３月期　第２四半期決算短信

10



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 12,367 12,367

資本剰余金 10,518 10,518

利益剰余金 43,654 43,903

自己株式 △263 △267

株主資本合計 66,277 66,522

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,190 978

土地再評価差額金 △343 △343

為替換算調整勘定 285 △857

退職給付に係る調整累計額 △3,258 △2,776

その他の包括利益累計額合計 △2,126 △2,999

非支配株主持分 112 92

純資産合計 64,263 63,615

負債純資産合計 88,828 87,612
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 32,437 32,362

売上原価 20,162 19,399

売上総利益 12,275 12,962

販売費及び一般管理費

給料 2,859 2,885

賞与引当金繰入額 818 958

役員賞与引当金繰入額 19 24

退職給付費用 517 774

役員退職慰労引当金繰入額 9 －

荷造及び発送費 943 966

販売促進費 489 621

減価償却費 326 299

その他 3,425 3,367

販売費及び一般管理費合計 9,409 9,896

営業利益 2,865 3,065

営業外収益

受取利息 48 39

受取配当金 66 66

負ののれん償却額 3 3

その他 47 73

営業外収益合計 165 182

営業外費用

支払利息 20 19

租税公課 3 3

為替差損 73 434

その他 22 23

営業外費用合計 119 481

経常利益 2,912 2,767

固定資産売却益 － 15

投資有価証券売却益 46 －

特別利益合計 46 15

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産廃棄損 3 10

製品品質保証対応費用 49 －

特別損失合計 53 10

税金等調整前四半期純利益 2,905 2,772

法人税等 990 851

過年度法人税等 － △250

四半期純利益 1,915 2,171

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

8 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,906 2,171
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,915 2,171

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △381 △211

為替換算調整勘定 △355 △1,159

退職給付に係る調整額 211 482

その他の包括利益合計 △524 △888

四半期包括利益 1,390 1,282

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,402 1,298

非支配株主に係る四半期包括利益 △12 △16
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,905 2,772

減価償却費 917 993

のれん償却額 86 76

負ののれん償却額 △3 △3

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10 △11

賞与引当金の増減額（△は減少） △63 52

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22 △18

製品保証引当金の増減額（△は減少） － △4

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △154 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 52 404

受取利息及び受取配当金 △115 △105

支払利息 20 19

為替差損益（△は益） 5 58

固定資産廃棄損 3 10

固定資産売却損益（△は益） 0 △15

投資有価証券売却損益（△は益） △46 －

製品品質保証対応費用 49 －

売上債権の増減額（△は増加） 477 717

たな卸資産の増減額（△は増加） 21 △283

仕入債務の増減額（△は減少） △118 7

未払消費税等の増減額（△は減少） △267 49

その他の資産の増減額（△は増加） △182 28

その他の負債の増減額（△は減少） △541 △237

小計 3,036 4,509

利息及び配当金の受取額 165 155

利息の支払額 △20 △17

法人税等の支払額 △1,032 △356

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,149 4,290

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支
出

△1,626 △201

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還
による収入

1,999 1,100

有形固定資産の取得による支出 △1,057 △968

有形固定資産の売却による収入 － 18

無形固定資産の取得による支出 △19 △38

貸付けによる支出 △1 △26

貸付金の回収による収入 63 56

資産除去債務の履行による支出 － △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △642 △71
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △6 △3

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 △1,821 △1,920

非支配株主への配当金の支払額 △1 △4

リース債務の返済による支出 △118 △109

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,946 △2,038

現金及び現金同等物に係る換算差額 △110 △703

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △551 1,476

現金及び現金同等物の期首残高 15,343 17,783

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,792 19,259
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

前第２四半期連結累計期間(自 平成 27 年４月１日  至 平成 27 年９月 30 日) 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      (単位：百万円)

  
報告セグメント 

合計 
オフィス機器 インダストリアル 

機器 ＨＣＲ機器 

売上高       

外部顧客への売上高 11,244 19,456 1,737 32,437 

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

― ― ― ― 

計 11,244 19,456 1,737 32,437 

セグメント利益又は損失(△) 2,430 620 △185 2,865 

   （注） セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の 

主な内容 

(差異調整に関する事項) 

該当事項はありません。 
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当第２四半期連結累計期間(自 平成 28 年４月１日  至 平成 28 年９月 30 日) 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      (単位：百万円)

  
報告セグメント 

合計 
オフィス機器 

インダストリアル 
機器 ＨＣＲ機器 

売上高       

外部顧客への売上高 10,937 19,812 1,612 32,362 

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 ― ― ― ― 

計 10,937 19,812 1,612 32,362 

セグメント利益又は損失(△) 2,090 1,016 △41 3,065 

   （注） セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の 

主な内容 

(差異調整に関する事項) 

該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

マックス㈱　（6454）平成29年３月期　第２四半期決算短信

17




